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屋嶋城の城門をパノラマで
楽しめるよ !

　屋嶋城跡の中で最初に注目された
場所で、通称「浦生の石塁」と呼ばれ、
全長50mほどの城壁が残っています。
平成 21 年度の調査で築城時の須恵
器（平瓶）が出土しています。

　屋島水族館の正面に小さな谷筋が
あります。この北側から延びる城壁
がこの場所で途絶えること、石積み
状のものが確認されていることから、
この場所にも水口が設けられていた
と考えられています。

　四国霊場84番札所屋島寺の仁王
門西側の山林に、今も水が集まる谷
筋があります。その下にわずかな石積
みが残っていましたが、水口は崩落し
て見つかりませんでした。
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　四国霊場 84 番札所屋島寺の周辺
は南嶺のなかでも広い平坦地がみら
れることから、倉庫などの建物が建
てられていた可能性があります。境
内からは築城の頃の須恵器が出土し
ています。

　屋嶋城の実在を証明し
た場所です。国内の古代
山城としては最大級の城
門と高い石積みの城壁
が残っていました。
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屋島に築かれた山城

　山上駐車場の北西方向の山林の中
に、盛土と石積みで小規模な城壁が
築かれています。この付近は瀬戸内海
からの眺望もよい場所であることか
ら、本来の正門があったかもしれませ
ん。

　屋島は北嶺と南嶺の二つの山からなってい
ます。屋嶋城の遺構が確認されているのは、
現在のところ南嶺山上と標高 100m ほどに位
置する浦生地区です。
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　古代の屋島は、 備讃瀬戸に浮かぶ島でした。
　島という立地に加え、 メサ地形（テーブル状の地形）特有の断崖絶壁
が発達し、 敵の侵入をはばんでいます。 また、 眺望が利く場所も数多く
存在します。 メサ地形をつくりだした山頂の安山岩を城壁の石積みに利用
し、 谷をふさぐように城壁を築いています。
　まさに島と山の二つの顔をもつ屋島ならではの城づくりと言えます。
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屋嶋城が築かれた頃の東アジア

古代山城分布図

　約1350年前の東アジアと倭国

なぜ古代山城は築かれたのか？

大野城（九州歴史資料館提供）

金田城（対馬市教育委員会提供） 讃岐城山（坂出市教育委員会提供）　 鬼ノ城（総社市教育委員会提供）

から 1350 年ほど前、 日本は倭という国
でした。 その頃、 現在の朝鮮半島では高

句麗、百済、新羅という３つの国が争っていました。
660 年に新羅と唐（現在の中国）の連合軍に
滅ぼされた百済は、 国を復興するために倭に援軍
の要請をします。 その要請を引き受けた倭の人たち
は、 朝鮮半島で百済の人たちと一緒に戦いました。
しかし、 663 年、 白村江の戦いに敗れ、 百済の
人たちとともに撤退しました。
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村江の戦いの敗戦後、中大兄皇子は、唐・新
羅の連合軍の侵攻に備え、国を守るために、北

部九州から瀬戸内海にかけて城を築かせます。その一つ
が屋嶋城です。『日本書紀』天智天皇六（667）年11
月の条には「倭國に高安城、讃吉國山田郡に屋嶋城、
対馬國に金田城を築く」という記述があります。
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史書に名前のある山城 史書に名前のない山城
a 屋嶋城

b高安城     

c 茨城    

d 常城

e 長門城　

①讃岐城山城

②播磨城山城　

③大廻小廻山城　　

④鬼ノ城

⑤永納山城　　 

⑥石城山神籠石　

⑦御所ケ谷神籠石　

⑧唐原山城

⑨杷木神籠石 　

⑩高良山神籠石　

⑪女山神籠石　　　

⑫おつぼ山神籠石

⑬帯隈山神籠石 

⑭雷山神籠石　　

⑮阿志岐山城　　　　

⑯鹿毛馬神籠石

f 大野城　

g 基肄城   

h 鞠智城    

i 金田城

推定海岸線 古代の高松湾



　　発掘調査によって、６ｍを越える城壁が残っ
ていることが明らかになりました。

解体工事によって城壁の特徴や当時の
城づくりの技術が明らかになる一方
で、元の姿に修復する際の問題点も明
らかになりました。

実験・検討の結果を踏まえ、盛土の強化や排水補
強パイプの設置などを実施しました。

　　積んでは直しの試行錯誤の日々。当
時はクレーンなどの機械もなく人力のみ
で工事が行われました･･･。当時の人々の
仕事のとてつもなさに圧倒される日々で
もありました。

　　一石ごとにカルテを製作し、大きさ
や傷などを確認し、積直しに使用できる
かを検討しました。

　　2015年６月、約1350年ぶりの平
成の大修理によって屋嶋城がついに往
時の姿を取り戻しました。

　　　　　　　　　　……約1350年という年月を
経た城壁が今にも崩落しそうな状況であることが
分かりました。貴重な歴史遺産を未来に伝えるた
め、2008年から修復工事が始まりました。  

1 解体前の石積み

　　　　　　……石積みの解体作業は、石
積みの石一つ一つに番号をつけ、表面から
石積みの現状や当時の技術などについて検
討しながら行いました。

2 番号付け

　　　　　　　……石を一石ずつとり
はずしながら、当時の石工さんがどのよ
うな作業をしていたか、城壁はどのよう
な構造であったかなどを検討しながら
解体を行いました。

3 石積み解体

　　　　　　　　　　　　　……修復にそ
なえ、城壁のミニチュアを作成し城壁の安
定性に関するシミュレーションなど様々な実
験・検討を行い、問題点を克服していきまし
た。

4 石積みミニチュア版製作

　　　　　　　　　　　……修復作業は城
門南側から北側へと進み、毎日根気良く石
積みや石割り作業が進められました。

6 門道の敷石の設置

　　　　……国の防衛と国のあり方を模索し、
試行錯誤した時代に生きた「たかまつ」の人々。
屋嶋城はその思いを私たちに語りかけているよ
うに思えます。

7 完成

　　              ……石積みの修復は、本来の位置を石
工さんと議論をしながら積直していきました。時
には、石工さんと調査担当者との間で見解が合わ
ないことなどもあり、試行錯誤の日々でした。

5 石積み

じょうもんあと

はしご

けんもん

　城の入口にわざと2.5mほどの石積みの段差を設けて、敵の
侵入をはばんでいます。普段は梯子をかけて出入りをして、敵
が攻めてきた際には梯子を外して、外から侵入できなくしてい
ました。

懸門

じょうへき

　城門地区の城壁は、すべての面を石積みで築いています。
城壁は高さ約６ｍで、推定高さが７ｍに及ぶ箇所もありま
す。地形に沿って城壁が築かれているため、城壁はくねくね
と蛇行しているような点も特徴です。城壁の石積みには、山
上で確保できる安山岩が用いられました。数百kgの石材を
運び、高さ６ｍにも及ぶ石積みを築き上げたのです。

城壁おうじょう

　城門を入ると、岩盤が迫り立つように行く手をはばみ、左
手（北側）へと進ませるようになっています。城を守る兵士
からみると、侵入してくる敵の横から矢をかけられる仕組み
になっています。岩盤の高い場所には半円形状に縁取るよ
うに石積みがあり、兵士が隠れる場所や通路となっていた
と考えられます。江戸時代のお城にも、虎口や枡形と呼ば
れる同様な構造が城門の奥に設けられています。

甕城

ますがたこぐち

　城門地区は南嶺南西斜面に位置し、城門とその周辺に大規模な石積みによる城
壁が築かれていた場所です。城門は国内の古代山城の中でも最大級の規模で、朝
鮮半島の城づくりの技術を裏付ける「懸門」や「甕城」などの戦闘時に有効な防
御に優れた構造が遺構として残っており、屋嶋城の築城に百済の人たちが関って
いたことを伝えてくれる重要な場所です。
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門
　城門は、地形を見ると水が集まりやすい場所に築かれて
おり、その多くが約1350年という年月によって流失していま
した。そのため扉を設置した場所など門に関わる遺構は柱
穴４つしか確認できず、詳細はよく分かりません。柱穴の調
査から、柱は角材で一辺が30～40cmほどだったと考えら
れます。また、門の床面は石敷きで階段状につくられ、床下
には排水溝も設けられていたことがわかりました。

（柱や排水溝など）

嶋城跡の調査研究は、大正８年の東京帝国大学（現東京大学）の関野貞氏による、「浦生の石塁」をとりあげた論文発

表に始まります。その後、昭和60年に村田修三氏（当時奈良女子大学）によって、南嶺北側の山上斜面部にある幅２m

ほどの平坦面が屋嶋城の土塁ではないかと指摘されました。いずれも年代を具体的に特定することができず、屋嶋城が本当に

実在したのかということすら疑問がもたれるようになり、やがて『幻の城』とさえ呼ばれるようになってしまいます。

　そのような中、屋嶋城の存在をなんとか解明しようと屋島を探索されていた平岡岩夫氏が、現在城門地区と呼んでいる場所で

平成10年に山林に埋もれた石積みの一部を発見しました。この発見を契機に高松市教育委員会が発掘調査を開始し、平成14

年に城門を発見し、ついに屋嶋城が実在したことが証明されたのです。
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『屋嶋城跡の発見物語』

作画：早川 和子

作画：早川 和子
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年のときを経て、その正体の一端が

見え始めた屋嶋城。実在したことは

明らかとなりましたが、その正体はま

だまだ謎のベールに包まれています。

　城門は一つなのか？建物はあったのか？兵士は

どこにいたのか？いつ廃城になったのか・・・・多くの

疑問が投げかけられています。この謎に満ちた屋嶋

城の調査はまだ始まったばかりなのです。

　この屋島という広大な島に眠る古代山城からまだ

まだ目が離せません。

『幻の城から謎の城へ』

作画：早川 和子
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甦る屋嶋城甦る屋嶋城

「屋嶋城」パンフレットと連動︕
どこにいても屋嶋城がＡＲ体験できます。

③ ＡＲ体 験 が ス タ ート︕ 
画面をタップしてみよう︕

無料アプリ
をダウンロード︕

「甦る屋嶋城」は、最新技術によって甦った屋嶋城をス
マートフォンやタブレット端末で、体感することができ
ます。また、屋島を散策しながら、屋嶋城の歴史や屋島
の魅力を楽しむこともできます。

タブレットやスマホで屋嶋城を体感しよう！

② 起動したＡＲカメラ
で左のイラストを読み
取ります。

『屋嶋城築城のようす』

① アプリをダウン
ロードした後、トッ
プ 画 面 の「パ ン フ
レットＡＲ」をタッ
プ︕

＊QRコードはGoogle Play、App Store に接続します。接続に際しましては通信料が発生し、
　スマートフォン及びタブレット端末以外はダウンロードできませんのでご注意ください。
＊QRコードはGoogle Play、App Store に接続します。接続に際しましては通信料が発生し、
　スマートフォン及びタブレット端末以外はダウンロードできませんのでご注意ください。
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